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TURQUOISE （ターコイズ）／トルコ石 

CuAI6(P04)4(OH)3 ・ 4H20 
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青色、緑色 

ガラス光沢、脂肪光沢 
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微小結晶の集塊と 

なったトルコ石。 

結晶は青色または緑 

色で、ガラス光沢や 

脂肪光沢を持てえ 

勢開は不明瞭で、ハン 

マーでたたくと貝殻状 

の断口を示す。 
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トルコ石 
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結晶形がはっきりとわか 

るものは稀で、塊で産す 

るものが多い。 

石英、燐灰石、針 

鉄鉱、バリシア石 

などと共生する。 

素焼きの陶板にこすり 

つけると白色または薄 

青色の条痕が残る。 
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微小結晶の集塊で産出 

主に銅やアルミニウムを含むリン酸塩の岩石が熱策菱賛を 

受けることで生成するトルコ石は、縄秤なものは蘇ゃかな青 

色をしているが、前成券として鉄を含有するものは緑色であ 

らわれる。肉眼で結晶の形を確誌できるものは非常に珍しく、 

微小な結晶が集まって魂扶ゃ皮膜扶になることが多い。鉱物 

名は、かつて中近東のシナイ半島で産出したこの鉱物がトル 

コを経由してョーロッパに伝わったことから名づけられた。 

▲石英にともなって産出した 

トルコ石。 

, l‘く 

シナイ砂漠が古く 

からの産地。 
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喫こLぬど石鉱床から産出した。 

尋言膏i；熱，，、 

‘表面を磨かれたトルコ石。 

トカボション.力ット 綾 

が施されたトルコ石。 

模造品も存在 

トルコ石は古くから宝飾品や工芸品に利用され、古代 

エジプトの遺跡から発見されたほか、かつて中央アメリ 

カのアステカ族が儀式の際のマスクとして崇めた石とし 

ても知られる。しかし、質の良いトルコ石は少ないため、 

現代ではエナメルやガラスでつくられたものゃ、宝髄ゃ 

菱苦土石、バリシア石、ハウ石、石灰岩などの練合わせ 

や着色による模造品も多く出回っている。特に1972年 

にフランスで開発された「ギルソン・ターコイズ」と呼 

ばれる人工トルコ石は、天然のトルコ石と非常によく似 

ているため鑑定が難しい。 

変色しやすいトルコ石 

中世のョーロッパでは恋人同士でトルコ石を持ち、ど 

ちらかが心変わりすると黒くなると思われていた。しか 

し、実はトルコ石は多孔質であり、ホコリや油を吸収し 

たり熱や光に長時間当たることで簡単に変色してしまう。 

そのため、現在ではトルコ石にロウや樹脂を染みこませ 

て変色を防ぐことが多い。 

アメリ力 辱 
アリゾナ州、カJ 

フォルニア州、コロ 

ラド州などで産する。 

'16世紀のイタリアでつくられた 

トルコ石の宝飾品c 

▼トルコ石が使われたアス 

テカ族の工芸品。 


